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公益財団法人 日本船員雇用促進センター 

（2024年 4月改訂） 

 

海技免許講習の受講申請に関するガイドライン 

 

日本籍外航船舶に兼務通信長として就労するために必要な三級海技士(電子通信)（以下「三電通」という。）

免許を外国人が取得するためには、船舶乗組員として 6 ヶ月以上の乗船履歴のほかに、以下の要件を満た

す必要があります。 

① 総務省が所管する第三級海上無線通信士(三海通)免許と船舶局無線従事者証明（新規訓練）

の取得 

② 国土交通省に登録された海技免許講習（救命講習・消火講習）の受講 

③ 国土交通省が所管する国家試験（筆記試験〔5級海技士(航海)のレベル〕・身体検査）の合格 

本ガイドラインは、上記②の講習の受講を申請する場合の手続きを記載したものです。 

本件に関しご不明な点等がありましたら、当センター（下記参照）までご連絡ください。 

 

記 

１．講習の内容： 救命講習及び消火講習 

 

２．講習実施者： 公益財団法人 日本船員雇用促進センター 

 

３．登録海技免許講習の概要及び受講要件 

コース 船長及び航海士 

講習時間 1時間の修了試験 

受講要件 

 

STCW条約Ⅱ/1又はⅡ/2 規則に基づく資格証明書を有していること。 

 

４．受講申込方法 

各社ご担当者は、別途指定する期日までに、以下の受講申請書類を取り纏め、当センターまでご提出くだ

さい（外国の管理会社等より直接の申込みは受け付けておりません。日本の船社を通してお申込みください）。 

（１） 受講申込書 

「申込書(Form No.1)」（承認試験案内メールに添付）の内容を全て記入し、申込み締切日までに当センタ

ー宛に E-mailにて提出してください。申込書は、承認審査、無線講習と共通です。 

「申込書」の生年月日には、1978年 6月 1日生まれであれば“1978/06/01”（yyyy/mm/dd）と記入願い

ます。 

（２） 受講申込みに必要な書類 

次の書類を締切日までに当センター宛に郵送して下さい。 

① 受講申込書（Form No1・・・メール添付） 
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② STCW条約Ⅱ/1規則及びⅡ/2規則に基づく資格証明書のコピー（1通） 

③ 受講者本人のパスポートのコピー（1通） 

④ 写真 2枚 

➢ 写真の裏にローマ字で名前を記入すること。 

➢ 写真の大きさは縦 30mm×横 24mm を厳守すること。 

➢ 6 ヶ月以内に撮影したものであること。 

➢ 無背景、無帽、正面、上半身 1/3の撮影であること。 

➢ 写真 2枚は同一のものであること。 

➢ 鮮明・良質な画像であること（写真の拡大コピー等は認められない。）。 

注） 1. 上記①から④までの書類を郵送する際は、書類が他の受講者のものと混同しないように、受講者毎

にクリップ留めをお願いします。 

2. 受講申込みを受け、当センターより受講票を送付します。また、講習終了後、合格者には修了証明書

を郵送いたします。 

受講票及び修了証明書については、宅配便（着払い）にてお送りしていますが、自社でお使いの宅配

会社の着払い伝票又はレターパック等をお送りいただければ、そちらを使用させていただきます。 

 

５．修了証明書の発給基準： 

修了試験においてそれぞれ 100点満点中 60点以上の獲得で合格となり、修了証明書が発給されます。 

 

６．受講日当日の注意事項 

① 受講者は、当センター発行の受講票を持参してください。 

② 受講票以外に、資格証明書やパスポート等を持参する必要はありません。 

③ 混乱等を避けるため、各船社の担当者（現地スタッフ可）が自社の受講者を講習会場まで引率願

います。 

④ 講習開始時刻の 15分前までには集合願います。 

 

７．受講等の料金： 

講習終了後、全費用を受講者数で除した額を一人当たりの受講料として請求させていただきます。 

 

８．申請先・問い合わせ先 

公益財団法人 日本船員雇用促進センター 国際部 

〒104-0043東京都中央区湊１丁目６番１１号 ACN八丁堀ビル６階 

Tel： 03-3523-5992  Fax： 03-3523-5995  E-mail: iqd@secoj.com 

                                                                            以上 
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